
（女性職員のうち、長期休暇中等を除く）

・

№１ 自らを活かせる機会、可能性が大きい！ 

総面積 1558.06 ㎢

（東西：約 52 ㎞） 

（南北：約 73 ㎞） 

浜松市北部は『山間地』 

山岳救助隊、小型車両、ヘリの活用 

浜松市南部は『市街地』 

多種多様な災害に対応、機動消防隊 

浜名湖・遠州灘・天竜川 

水難救助隊、バギー、各機関との連携 

地域性が濃く、様々な災害を経験できる。いろいろな車両がある。

消防ヘリ『はまかぜ』

【女性職員からのコメント】 

・火災予防事務でも地域性があり、やりがいを感じます。 

・特殊な車両や隊、地域性に富んだ災害があるため、得意を 

活かすチャンスが多いと思います。 



（女性職員のうち、長期休暇中等を除く）

№３ 性別で業務内容の差がない！ 

   意見等を聞いてくれる！ 

女性の施設が充実している！ など

【女性職員からのコメント】 

・女性施設が整っている施設が多く、働きやすいと感じ 

ています。 

・相談にのってくれる先輩・上司がいて、職員同士助け 

合いの気質がある。 

・他市の同期から、熱海市で発生した土砂災害へ女性職 

員が派遣されたことについて羨ましがられました。 

・地域性が濃いため様々な災害対応を経験できる。 

№２ 上司や同僚と話しやすく、 

相談しやすい！ 

【女性職員からのコメント】 

・性別を問わず、親身に話を聞いてくれる先輩 

が多いです。 

・経験豊富な先輩の経験談を参考にしています。 

【メンター制度】 

豊富な知識と職業経験を有した先輩職員（メン

ター）が、後輩職員（メンティ）に対して行う

個別支援活動であり、その役割は、キャリア形

成上の課題解決を援助して個人の成長を支え

るとともに、職場内での悩みや問題解決を助

言・サポートすることです。 

いつ、どんな災害が起きるかわからない、常に人の命と向き合

う、特殊な勤務体系の消防業務にやりがいや達成感を感じる一

方、時には悩みを持ち、苦悩することもあるのが事実です。 

そんなときは、同じ経験をしている上司や同僚に相談すること

が解決へ近道です。浜松消防には様々な経験をした女性職員も

いますし、メンター制度のメンターにも女性職員がいて、サポ

ート体制も確立されています。 

熱海市の大規模土砂災害への県内応援時の様子（R3）


